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１ 調査概要 

 

１－１ 調査の目的 

この調査は、区民及び区内事業所の男女共同参画及び仕事と家庭の両立等についての意識や

取組状況等を把握し、「杉並区男女共同参画行動計画」の改定及び今後の具体的な施策検討を進

める上での基礎資料とすることを目的として実施しました。 

 

１－２ 調査の構成 

 区民 事業所 

調査対象 杉並区内在住の 18 歳以上の区民 杉並区内の従業員数５人以上の事業所 

抽出数 4,000 人 2,000 事業所 

抽出方法 
住民基本台帳から無作為抽出 総務省統計局「事業所母集団データベース

（令和元年次フレーム）」から無作為抽出 

調査方法 
配布は郵送、回収は郵送またはＷＥＢ回

答(督促はがき１回) 

配布は郵送、回収は郵送またはＷＥＢ回

答(督促はがき１回) 

調査期間 令和３年６月 16日～６月 30日 令和３年６月 16日～６月 30日 

 

１－３ 回収状況 

 区民 事業所 

配布数 4,000件 2,000件 

有効回収数 1,484件（うち郵送 873件、ＷＥＢ611件） 564件（うち郵送 370件、ＷＥＢ194件） 

有効回収率 37.1% 28.2% 

 

１－４ 報告書の見方 

 各回答のグラフの「Ｎ」は、各設問に該当する回答者の総数であり、回答率（％）の母数を表

しています。 

 回答率（％）は、小数点第２位を四捨五入し、小数点以下第１位までを表記しているため、合

計が 100％にならない場合があります。 

 区民調査について、性別が無回答の方は全体の件数には含めていますが、男女別には含まれ

ないため、合計はあわない場合があります。性別が「どちらとはいえない」回答者はごく少

数であることから全体に含め、「◆性別」を除きグラフや表での表記はしていません。 

 複数回答可の設問については、回答率（％）の合計が 100％を超える場合があります。また、

回答率（％）の高い選択肢から並び換えて表示しており、調査票の選択肢の順番と異なりま

す。 

 各設問の選択肢が長い場合、グラフの選択肢を表記上省略して記載している場合があります。 

 記述形式の設問（区民調査の問 24、事業所調査の問８、問 14）については、「男女共同参画

に関する意識と生活実態調査報告書」に主な意見を抜粋して掲載しています。 

 

各設問の回答割合の記述については、以下の表記例と範囲の通りです。 

表記例 約３割 ３割強 ３割半ば ４割弱 約４割 

範囲 29.0％～31.0％ 31.1％～33.9％ 34.0％～36.0％ 36.1％～38.9％ 39.0％～41.0％ 
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２ 区民調査結果 
 

（１）あなたご自身とご家庭について 

◆性別 男性が３割半ば、女性が６割強  

 
  

◆年齢 「40歳代」が２割強、「30歳代」が２割弱  

 
 

◆結婚の有無 約半数が既婚（事実婚またはパートナー含む）  

 
 

◆世帯の働き方 ５割強が「共働き」、３割弱が「夫だけ働いている」  

 

  

◆子どもの有無 約半数に子どもがいる  

 
 

◆世帯構成 「ひとり暮らし」と「親と子ども（二世帯）」が３割強  
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（２）家庭生活と家族観について 

◆問１ 家庭での役割分担  

家事、育児、介護、地域活動は「主に女性」が、生活費を稼ぐことは「主に男性」が多い 

 

※①家事（食料品・日用品などの買い物、食事の支度、食事の後片付け、掃除、洗濯、ゴミ出し等） 

 

◆問２ 結婚、出産、に対する意識  

「『結婚しても子どもは持たない』というのも、ひとつの生き方である」と思う区民は９割強、 

「男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てるのがよい」と思わない区民は６割強 

 

 

 

（３）就業状況について 

◆問３ この１か月の収入を得る仕事の有無  

有職者は７割半ば 

 

  

①家事

②生活費を稼ぐこと

③育児

④介護

⑤地域活動
　 （自治会やＰＴＡ活動など）

53.0 

15.2 

27.0 

11.1 

26.2 

8.6 

41.5 

1.1 

1.6 

5.0 

25.7 

24.9 

13.1 

8.4 

10.2 

9.7 

15.4 

53.7 

73.8 

54.0 

2.9 

3.0 

5.1 

5.1 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主に女性 主に男性 男性・女性ともに同程度 あてはまらない 無回答

① 未婚の女性が子どもを産み育てるのも、

　 ひとつの生き方である

② 「結婚しても子どもは持たない」

　 というのも、ひとつの生き方である

③ 希望する者には夫婦別姓を

　 認めてもよい

④ 男の子は男の子らしく、

　 女の子は女の子らしく育てるのがよい

⑤ 結婚がうまくいかない場合、子どもや経済的

　 不安がなければ、離婚してもかまわない

⑥ 結婚がうまくいかない場合、子どもや経済的

　 不安の有無にかかわらず、離婚してもかまわない

58.3 

71.1 

67.2 

6.9 

59.8 

26.5 

27.8 

21.6 

17.9 

28.1 

29.8 

35.2 

8.2 

4.4 

7.7 

25.6 

5.9 

25.3 

4.6 

2.0 

5.9 

38.2 

3.2 

11.5 

1.1 

0.9 

1.3 

1.2 

1.3 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

思う 思わない 
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【問３でした（有職）と回答の区民】◆問３-１ 勤務形態 

「正社員・正規社員」が６割弱、次いで「派遣・契約・嘱託・臨時パート・アルバイトなど」が２割半ば 

 

【問３でした（有職）と回答の区民】◆問３-２ 勤務地 

「杉並区内」が２割半ば、「杉並区外」が７割半ば 

 

【問３でした（有職）と回答の区民】◆問３-３ 職場での男女差別と感じられるようなことの有無 

「男女差別と感じられることはない」が約５割、次いで「昇進、昇格に男女差がある」が２割弱 

 
◆問４ 女性の働き方について望ましいと思うもの 

「子どもができてからも、ずっと職業を続ける方がよい」と思う区民は５割半ば、次いで「子どもがで

きたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい」と思う区民は約２割 

 

昇
進

、
昇
格
に
男
女
差
が

あ
る

お
茶
く
み

、
雑
用
は
女
性

が
や
る
慣
行
が
あ
る

女
性
を
幹
部
職
員
に
登
用

し
な
い

ち
ょ
っ
と
し
た
力
仕
事
で

も
男
性
ば
か
り
命
じ
ら
れ

る 賃
金
に
男
女
差
が
あ
る

能
力
・
実
績
の
評
価
に
男

女
差
が
あ
る

希
望
職
種
に
つ
く
機
会
に

男
女
差
が
あ
る

教
育
・
研
修
を
受
け
る
機

会
に
男
女
差
が
あ
る

女
性
は
結
婚
や
出
産
で
退

職
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
る

男
女
差
別
と
感
じ
ら
れ
る

こ
と
は
な
い

そ
の
他

無
回
答

16.6 
14.0 

11.2 
10.8 

10.0 
9.9 8.9 

2.4 
2.4 

49.3 

7.3 8.5 
13.8 

9.0 9.3 

14.2 

9.0 
7.9 6.8 2.7 

1.8 

49.4 

7.7 9.5 

17.7 
16.8 12.3 

8.4 
10.2 11.0 

9.9 

2.3 
2.6 

49.8 

7.0 7.8 

0%

20%

40%

60%
全体(N=1,117)

男性(N=443)

女性(N=656)
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【問４で回答の区民】◆問４-１ 女性の働き方についての考えの理由 

「女性の能力を活用しないのはもったいないと思うから」「女性も経済力を持った方がいいと思うから」

が約６割、次いで「働くことを通じて自己実現が図れると思うから」が５割強 

 

◆問５ 女性が長く働き続けるために必要なこと 

「保育所や学童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備」が約８割、次いで「男性の家事の参加へ

の理解・意識改革」が７割半ば 

 

 

  

女
性
が
能
力
を
活
用
し
な
い
の
は

も

っ
た
い
な
い
と
思
う
か
ら

女
性
も
経
済
力
を
持

っ
た
方
が
い

い
と
思
う
か
ら

働
く
こ
と
を
通
じ
て
自
己
実
現
が

図
れ
る
と
思
う
か
ら

夫
婦
で
働
い
た
方
が
多
く
の
収
入

を
得
ら
れ
る
か
ら

少
子
高
齢
化
で
働
き
手
が
減
少
し

て
い
る
の
で

、
女
性
も
働
い
た
方

が
い
い
と
思
う
か
ら

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
が
十
分

で
は
な
い
と
思
う
か
ら

子
供
は
母
親
が
家
で
面
倒
を
見
た

方
が
い
い
と
思
う
か
ら

働
き
続
け
る
の
は
大
変
そ
う
だ
と

思
う
か
ら

保
育
料
な
ど
を
払
う
よ
り

、
母
親

が
家
で
子
供
の
面
倒
を
見
た
方
が

合
理
的
だ
と
思
う
か
ら

女
性
は
家
庭
を
守
る
べ
き
だ
と
思

う
か
ら

そ
の
他

無
回
答

59.6 
59.1 

51.4 

41.0 

20.3 
14.8 14.5 

6.7 
3.3 2.2 

13.7 

1.6 

58.0 

44.5 
49.5 

37.9 

23.8 

11.4 10.3 
4.7 1.3 2.1 

15.6 

1.7 

60.9 
67.9 

53.3 

42.9 

18.2 17.1 17.1 

8.0 
4.6 2.3 

12.7 

1.3 

0%

20%

40%

60%

80%

全体(N=1,484)

男性(N=533)

女性(N=916)

保
育
所
や
学
童
ク
ラ
ブ
な
ど

、

子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
環
境

の
整
備

男
性
の
家
事
の
参
加
へ
の

理
解
・
意
識
改
革

職
場
に
お
け
る
育
児
・
介
護
と

の
両
立
支
援
制
度
の
充
実

短
時
間
勤
務
制
度
や
在
宅
勤
務

制
度
な
ど
の
導
入

男
女
双
方
の
長
時
間
労
働
の

改
善
を
含
め
た
働
き
方
改
革

家
事
・
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

充
実

介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

育
児
や
介
護
に
よ
る
仕
事
へ
の

制
約
を
理
由
と
し
た
昇
進
な
ど

へ
の
不
利
益
な
扱
い
の
禁
止

働
き
続
け
る
こ
と
へ
の

女
性
自
身
の
意
識
改
革

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

79.0 

74.3 
68.1 67.3 

60.8 59.5 
56.3 53.2 

40.0 

5.3 
1.5 1.1 

78.2 

68.1 
62.5 61.0 

55.3 56.3 

46.2 46.7 
38.1 

5.3 
2.1 1.3 

79.9 
78.7 

71.6 71.1 
64.0 61.7 62.3 

56.7 

41.2 

5.1 
1.0 0.9 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体(N=1,484)

男性(N=533)

女性(N=916)
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（４）ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について 

◆問６ ワーク・ライフ・バランスの希望と現実 

希望としては男女ともに『「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先』が３割半ばと

最も多いが、現実にできている区民は１割に満たず、『「仕事」を優先』が最も多い 

 

 

 

◆問７ ワーク・ライフ・バランス実現のために必要なこと 

「短時間勤務や在宅勤務など、柔軟な働き方を整備する」が５割半ば、次いで「長時間労働の削減」が

４割半ば 

 

 

  

短
時
間
勤
務
や
在
宅
勤
務
な

ど

、
柔
軟
な
働
き
方
を
整
備

す
る

長
時
間
労
働
の
削
減

職
場
や
上
司
の
理
解
・
協
力

家
族
の
理
解
・
協
力

保
育

、
介
護
の
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る

育
児

、
介
護
休
業
時
の

経
済
的
補
償
を
充
実
す
る

育
児
・
介
護
休
業
制
度
を
利
用

し
て
も
不
利
に
な
ら
な
い
人
事

評
価
制
度
を
つ
く
る

「
男
は
仕
事

、
女
は
家
庭

」

と
い
う
社
会
通
念
を
改
め
る

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

55.7 

44.7 

35.3 

27.6 25.3 23.3 21.7 21.2 

4.2 2.0 1.3 

54.4 52.3 

36.0 

20.8 19.9 21.2 19.1 
16.7 

5.3 3.0 1.3 

56.9 

40.6 

35.0 32.1 28.4 
24.6 22.9 23.9 

3.5 1.4 1.1 

0%

20%

40%

60% 全体(N=1,484)

男性(N=533)

女性(N=916)

希
望 

現
実 



 
7 

（５）意思決定過程への参画について 

◆問８ 意思決定過程に女性が参画することへの考え方 

「男女半々くらいまで増える方がよい」が５割半ば、次いで「男女半々まではいかなかったとしても、

今より増える方がよい」が３割弱 

 

 

◆問９ 意思決定過程に女性が少ない理由 

「男性優位の組織運営であること」が４割弱、次いで「性別による固定的な役割分担や性差別の意識が

あること」が３割弱 
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（６）ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）について 

◆問 10(1) ＤＶ経験の有無 

配偶者やパートナーから「大声でどなる」行為をされた経験のある区民は３割強、次いで「何を言って

も無視する」行為をされた経験のある区民は２割弱 

 
 

◆問 10(2) ＤＶの認識 

「どのような場合でもＤＶだと思う」行為として、「相手の意に反して性的な行為を強要したり、避妊に

協力しない」「なぐるふりをして、おどす」が７割以上、「大声でどなる」「何を言っても無視する」は５

割未満 

 

①平手で打つ

②大声でどなる

③外出などを制限する

④交友関係や電話、メールなどを

　 細かく監視する

⑤何を言っても無視する

⑥相手の意に反して性的な行為を

   強要したり、避妊に協力しない

⑦なぐるふりをして、おどす

⑧「誰のおかげで生活できるんだ」

   「かいしょうなし」

   などと侮辱的なことを言う

⑨生活費を十分に渡さない

2.1 

11.1 

3.9 

3.0 

5.0 

2.8 

2.6 

3.8 

3.4 

6.1 

22.2 

5.5 

5.3 

12.5 

5.4 

5.1 

5.5 

3.4 

87.7 

62.8 

86.6 

87.5 

78.6 

87.8 

88.3 

86.7 

89.3 

4.0 

3.8 

4.0 

4.1 

3.9 

4.0 

4.0 

3.9 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

何度もあった 一、二度あった まったくない 無回答

①平手で打つ

②大声でどなる

③外出などを制限する

④交友関係や電話、メールなどを

　 細かく監視する

⑤何を言っても無視する

⑥相手の意に反して性的な行為を

　 強要したり、避妊に協力しない

⑦なぐるふりをして、おどす

⑧「誰のおかげで生活できるんだ」

　 「かいしょうなし」

　 などと侮辱的なことを言う

⑨生活費を十分に渡さない

66.6 

35.8 

51.7 

56.2 

46.8 

76.1 

73.0 

69.5 

63.6 

22.0 

49.3 

31.9 

27.1 

34.4 

11.4 

14.6 

17.4 

21.7 

2.0 

6.1 

5.5 

5.3 

7.5 

2.6 

2.8 

3.0 

3.8 

2.0 

2.4 

2.8 

3.3 

3.6 

2.1 

1.8 

2.3 

3.2 

7.5 

6.4 

8.0 

8.2 

7.6 

7.7 

7.9 

7.7 

7.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どのような場合でもＤＶだと思う ＤＶにあたる場合も、そうでない場合もあると思う

ＤＶだと思わない わからない

無回答

ＤＶ経験あり 
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【問 10(1)で経験があったと回答の区民】◆問 10-１ ＤＶ相談の有無 

ＤＶ被害を経験した人の７割弱が「相談しなかった」 

 

 

【問 10-１で相談したと回答の区民】◆問 10-２ ＤＶ相談の相手 

「友人・知人」が６割強、次いで「家族・親族」が約６割 

 

 

【問 10-１で相談しなかったと回答の区民】◆問 10-３ ＤＶ相談をしなかった理由 

「相談するほどのことではないと思ったから」が５割強、次いで「自分にも悪いところがあると思った

から」が４割弱 

 

 

  

友
人
・
知
人

家
族
・
親
族

弁
護
士

医
師
・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

警
察

公
的
機
関

職
場
の
人

杉
並
区
の
電
話
相
談

（
す
ぎ
な
み
Ｄ
Ｖ

専
用
ダ
イ
ア
ル

）

そ
の
他

無
回
答

※公的機関（配偶者暴力相談支援センター、男女平等推進センター、福祉事務所、東京ウィメンズプラザなど）

61.9 
59.0 

11.9 11.2 9.0 9.0 
6.7 

1.5 1.5 0.7 

62.5 

43.8 

6.3 6.3 
0.0 0.0 

18.8 

0.0 0.0 

6.3 

62.3 61.4 

13.2 11.4 10.5 9.6 
5.3 

1.8 1.8 0.0 

0%

20%

40%

60%

80%

全体(N=134)

男性(N=16)

女性(N=114)

相
談
す
る
ほ
ど
の
こ

と
で
は
な
い
と
思

っ

た
か
ら

自
分
に
も
悪
い
と
こ

ろ
が
あ
る
と
思

っ
た

か
ら

自
分
さ
え
我
慢
す
れ

ば

、
何
と
か
こ
の
ま

ま
や

っ
て
い
け
る
と

思

っ
た
か
ら

相
談
し
て
も
無
駄
だ

と
思

っ
た
か
ら

他
人
を
巻
き
込
み
た

く
な
か

っ
た
か
ら

周
り
の
人
に
知
ら
れ

た
く
な
か

っ
た
か
ら

ど
こ
に
相
談
し
た
ら

よ
い
か
わ
か
ら
な

か

っ
た
か
ら

相
手
に
報
復
さ
れ
る

と
思

っ
た
か
ら

そ
の
他

無
回
答

52.2 

36.4 

17.0 
16.1 14.2 

11.1 
7.3 

1.7 
8.5 

1.7 

58.9 

36.7 

15.8 
9.5 

15.8 

8.2 7.0 
1.3 

7.6 
1.3 

48.8 

35.4 

18.1 20.1 
13.4 13.4 

7.9 
2.0 

8.7 
2.0 

0%

20%

40%

60%

80%

全体(N=423)

男性(N=158)

女性(N=254)
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◆問 11 ＤＶ相談先の認知度 

「警察署・警視庁総合相談センター」が４割弱、「相談できる機関・施設を知らなった」が５割弱 

 
 

◆問 12 ＤＶ被害者支援に必要な施策 

「緊急避難所（シェルター）や警察による緊急保護などの安全確保」が８割弱、次いで「カウンセリン

グや日常的な相談などの被害者の精神的な支援」が６割強 

 
 

（７）男女平等意識について 

◆問 13 「男は仕事、女は家庭」という考え方 

「反対」が８割弱 

 

 

 

  

警
察
署
・
警
視
庁
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー

東
京
都
女
性
相
談
セ
ン

タ
ー
・
東
京
ウ
ィ
メ
ン

ズ
プ
ラ
ザ

福
祉
事
務
所

（
荻
窪

、

高
円
寺

、
高
井
戸

）

す
ぎ
な
み
Ｄ
Ｖ
専
用

ダ
イ
ア
ル

そ
の
他

相
談
で
き
る
機
関
・

施
設
を
知
ら
な
か

っ
た

無
回
答

36.5 

10.8 8.8 
3.5 2.0 

47.6 

7.6 

36.0 

5.3 7.3 
2.1 1.3 

49.5 

8.3 

36.9 

13.5 
9.5 

4.1 2.2 

46.7 

6.8 

0%

20%

40%

60%

全体(N=1,484)

男性(N=533)

女性(N=916)

緊
急
避
難
所

（
シ
ェ
ル

タ
ー

）
や
警
察
に
よ
る
緊

急
保
護
な
ど
の
安
全
確
保

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
日
常

的
な
相
談
な
ど
の
被
害
者

の
精
神
的
な
支
援

自
立
に
向
け
た
住
居
や

仕
事
の
あ

っ
せ
ん
な
ど

の
生
活
支
援

保
護
命
令
・
離
婚
に
関
す

る
相
談
な
ど
の
法
的
支
援

家
庭
内
で
あ

っ
て
も
暴
力

は
犯
罪
で
あ
る
と
い
う

意
識
啓
発

加
害
者
の
更
生
に
関
す
る

相
談
な
ど
の
対
応

身
近
な
人
や
同
じ
よ
う
な

体
験
を
し
た
人
か
ら
の

助
言
・
援
助

そ
の
他

無
回
答

78.2 

62.9 
58.1 56.2 55.7 

29.7 
26.3 

3.0 4.9 

76.4 

61.5 

46.5 50.1 50.3 

27.0 

29.5 

3.9 6.0 

80.0 

63.4 65.3 
59.8 58.3 

31.0 
24.8 

2.3 3.8 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体(N=1,484)

男性(N=533)

女性(N=916)

反対 
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◆問 14 男女平等の意識 

「政治の場で」８割半ば、次いで「社会全体で」８割強が男性の方が優遇されていると感じており、 

「学校教育の場で」は約５割が「平等になっている」と感じている 

 

 

◆問 15 男女平等社会実現のために学校教育の場で特に力を入れるべきこと 

「生活指導や進路指導において、男女の別なく個性や能力を活かせるよう配慮する」が７割弱、次いで

「学校生活で児童・生徒の役割分担に男女で差をつけない」が５割強 

 

 

  

①家庭の中で

②職場の中で

③法律や制度の上で

④学校教育の場で

⑤政治の場で

⑥地域活動（自治会や

　 ＰＴＡなど）の場で

⑦社会通念や慣習・

　 しきたり等で

⑧社会全体で見た場合

10.0 

20.1 

15.3 

6.5 

50.5 

8.7 

29.0 

23.7 

42.5 

52.0 

39.1 

21.8 

33.8 

26.6 

50.9 

58.4 

25.1 

16.1 

25.2 

50.3 

7.3 

28.2 

9.4 

8.0 

8.4 

2.9 

5.4 

2.4 

1.1 

8.6 

2.1 

1.9 

1.6 

0.6 

0.7 

0.4 

0.0 

1.6 

0.3 

0.5 

10.6 

6.7 

12.5 

16.7 

5.7 

24.2 

6.5 

6.2 

1.8 

1.6 

1.8 

1.9 

1.7 

2.1 

1.7 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

生
活
指
導
や
進
路
指
導

に
お
い
て

、
男
女
の
別

な
く
個
性
や
能
力
を
活

か
せ
る
よ
う
配
慮
す
る

学
校
生
活
で
児
童
・
生

徒
の
役
割
分
担
に
男
女

で
差
を
つ
け
な
い

男
女
平
等
の
意
識
を
育

て
る
授
業
を
す
る

管
理
職

（
校
長
や
副
校

長

）
に
女
性
を
増
や
し

て
い
く

教
職
員
へ
の
男
女
平
等

研
修
を
充
実
す
る

出
席
簿
や
座
席
の
順
番

な
ど

、
男
女
で
分
け
る

習
慣
を
な
く
す

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

67.3 

51.1 48.2 

31.7 
27.2 

15.6 

4.2 2.8 1.3 

65.1 

48.2 44.7 

26.5 
22.1 

16.9 

4.5 4.5 
1.7 

68.8 

52.6 50.0 

35.2 
30.0 

14.8 

4.0 2.0 0.9 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体(N=1,484)

男性(N=533)

女性(N=916)

男性の方が 
優遇されている 

女性の方が 
優遇されている 
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（８）性的マイノリティについて 

◆問 16 「ＬＧＢＴ」の認知度 

「言葉だけでなく、意味も知っていた」が８割半ば 

 
 

◆問 17 自分や周囲の人が性別や恋愛対象などについて悩んだ経験 

「悩んだことがある」が１割弱、「悩んだことはないが、周囲には悩んでいる人がいる（いた）」が約２割 

  

◆問 18 性的マイノリティの人々の人権が侵害されていると思うか 

「侵害されている」が７割弱 

  

【問 18で侵害されていると回答の区民】◆問 18-１ 性的マイノリティの人々が受けていると思う人権侵害 

「差別的な言動を受けること」が７割強、次いで「職場、学校で嫌がらせやいじめを受けること」が６割強 

 

 

差
別
的
な
言
動
を

受
け
る
こ
と

職
場

、
学
校
で
嫌

が
ら
せ
や
い
じ
め

を
受
け
る
こ
と

就
職

、
職
場
で
不

利
な
扱
い
を
受
け

る
こ
と

じ
ろ
じ
ろ
見
ら
れ

た
り

、
避
け
ら
れ

た
り
す
る
こ
と

賃
貸
住
宅
等
へ
の

入
居
を
拒
否
さ
れ

る
こ
と

宿
泊
施
設

、
店
舗

等
へ
の
入
店
や
施

設
利
用
を
拒
否
さ

れ
る
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

72.2 
61.5 

49.1 

38.3 

14.7 

7.0 5.6 0.6 0.5 

69.1 
60.8 

47.9 41.5 

12.9 10.6 
4.8 

1.0 0.3 

74.1 
61.8 

49.7 

37.0 

15.6 

5.4 5.9 0.5 0.6 

0%

20%

40%

60%

80%

100%
全体(N=980)

男性(N=311)

女性(N=646)

侵害されて 
いる 
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問 19 性的マイノリティについて社会全体の理解が進んでいると思うか 

「進んでいると思う」が約４割、「進んでいないと思う」が５割弱 

 

 

（９）杉並区における取組等について 

◆問 20 「男女平等推進センター（複合施設愛称：ゆう杉並）」の利用の有無 

「利用したことがない（施設があることを知らない）」が６割半ば 

 

 

【問 20で利用したことがないと回答の区民】◆問 20-１ 「男女平等推進センター」を利用しない理由 

「どのような事業をしているのかわからない」が５割半ば 

 

 

  

ど
の
よ
う
な
事

業
を
し
て
い
る

の
か
わ
か
ら
な

い 施
設
が

ど
こ
に
あ
る
か

知
ら
な
い

興
味
の
あ
る

事
業
が
な
い

自
宅
か
ら

遠
い

交
通
の

便
が
悪
い

そ
の
他

無
回
答

54.1 

33.1 

23.7 

6.0 4.6 6.9 4.8 

47.5 

30.9 29.3 

5.5 
1.7 

8.8 

3.9 

57.0 

34.5 

20.8 

6.3 6.3 5.6 5.3 

0%

20%

40%

60% 全体(N=481)

男性(N=181)

女性(N=284)

進んでいる 
と思う 

進んでいない 
と思う 
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◆問 21 「男女平等推進センター」が今後、力を入れていく必要があると思うこと 

「男性の家事・育児・介護等の促進を支援する講座」が４割強、次いで「ストーカー、ＤＶ、性被害等、

女性に対する暴力に関する講座」が３割半ば 

 
  

◆問 22 防災分野で男女平等の視点を活かすために重要だと思うこと 

「避難所設備に女性の意見を反映させる」が６割半ば、次いで「備蓄品に女性の視点を活かす」が６割強 

   

◆問 23 男女共同参画社会を実現していくために望むもの 

「男性も女性も、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を実現するための取組」が６割半ば 

 

  

男
性
の
家
事
・
育
児
・

介
護
等
の
促
進
を
支
援

す
る
講
座

ス
ト
ー
カ
ー

、
Ｄ
Ｖ

、

性
被
害
等

、
女
性
に
対

す
る
暴
力
に
関
す
る
講

座 相
談
事
業
の
充
実

男
女
平
等
を
推
進
す
る

た
め
の
講
座

性
的
指
向
や
性
自
認

等

、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
関
す
る
講
座

女
性
の
参
画
や
地
位
向

上
等
に
関
す
る
講
座

情
報
誌

「
ゆ
う

C
a
n

」
等
に
よ
る

情
報
提
供
・
意
識
啓
発

男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
図
書
や
資
料
の

閲
覧

、
貸
出

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

41.5 
36.0 35.3 

26.5 
24.5 

20.2 

11.0 

4.2 5.4 

9.5 

2.1 

32.3 
32.1 34.0 30.0 

21.6 
22.5 

10.5 4.5 5.4 

12.2 

2.3 

47.6 

38.1 
36.6 

24.5 
25.8 

19.2 

11.1 

4.1 5.1 
7.9 

1.9 

0%

20%

40%

60%

全体(N=1,484)

男性(N=533)

女性(N=916)

無

回

答

災

害

対

応

や

復

興

に

お

い

て

、
リ
ー

ダ
ー

と

な

れ

る

女

性

を

育

成

す

る

そ

の

他

避

難

所

設

備

に

女

性

の

意

見

を

反

映

さ

せ

る 備

蓄

品

に

女

性

の

視

点

を

活

か

す

災

害

や

防

災

に

関

す

る

知

識

の

習

得

を

進

め

る

災

害

に

関

す

る

各

種

対

応

マ

ニ

ュ

ア

ル

な

ど

に

男

女

共

同

参

画

の

視

点

を

入

れ

る

防

災

分

野

の

委

員

会

や

会

議

に

、
よ

り

多

く

の

女

性

が

参

加

で

き

る

よ

う

に

す

る

65.0 62.3 

50.5 
42.5 42.0 

35.0 

2.3 1.2 

55.5 54.8 
51.2 

39.8 

42.2 

34.3 

3.6 1.9 

70.3 66.9 

50.4 
43.4 41.7 

35.7 

1.3 0.7 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体(N=1,484)

男性(N=533)

女性(N=916)

地
域
の
中
で
の

男
女
共
同
参
画
の
推
進

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

男
性
も
女
性
も

、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

（
仕
事
と
生
活
の
調
和

）

を
実
現
す
る
た
め
の
取
組

性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割

分
担
を
解
消
す
る
た
め
の

取
組

男
女
平
等
を
推
進
す
る

教
育
・
学
習
の
充
実

審
議
会
委
員
や
管
理
職
な

ど

、
政
策
決
定
の
場
へ
の

女
性
の
積
極
的
登
用

Ｄ
Ｖ
を
は
じ
め
と
す
る

暴
力
を
な
く
す
た
め
の

取
組

65.8 

51.4 
38.9 

31.7 31.5 

13.9 

1.6 4.1 2.5 

59.1 52.3 

37.0 

25.3 
30.2 

14.6 

2.6 
6.2 

3.2 

69.7 

50.7 
40.0 

35.8 32.3 

13.4 

1.0 2.8 2.0 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体(N=1,484)

男性(N=533)

女性(N=916)
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３ 事業所調査結果 

（１）事業所の概要について 

◆業種 

「医療、福祉」が約３割、次いで「建設業」が１割強、「卸売業・小売業」が約１割 

 

◆事業所の従業員数 

「10人以下」が約４割、次いで「11～50人」が４割弱 

 

◆事業所の正規・非正規の従業員数 

「正規」が４割強、「非正規」が６割弱 

 

◆事業所の男女別の従業員数 

「男性」が約４割半ば、「女性」が５割半ば 

 
 

◆事業所の性格 

「単独事業所」が約５割、次いで「支社・営業所等」が３割弱 
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（２）女性の活躍状況等について 

◆問１ 係長相当職以上の管理職及び女性管理職の人数（管理職が１人以上いる事業所） 

係長相当職以上の女性管理職のいる事業所は６割半ば 

 

【問１で女性管理職が少ない（１割未満）あるいは全くいない役職区分が１つでもある事業所】 

◆問 1-1 女性管理職が少ない、いない理由 

「女性従業員が少ない、またはいないから」が２割半ば、次いで「必要な知識や経験、判断力等を有す

る女性がいないから」が２割弱 

 

◆問２ 女性が活躍するための取組状況 

「進んでいる」が約７割 

 

 

 

【問２で進んでいると回答の事業所】◆問２-１ 女性が活躍するために行っている取組 

「男女均等な待遇を確保する」が７割弱、次いで「短時間勤務、育児・介護休業を取得しやすい制度の

整備などをし、女性従業員の勤続年数を伸長する」が６割半ば 

 

  

　全体（N＝564） 64.7 34.8 0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

女
性
従
業
員
が
少
な
い

、

ま
た
は
い
な
い
か
ら

必
要
な
知
識
や
経
験
、

判
断

力
等
を
有
す
る
女
性
が
い
な

い
か
ら

将
来
管
理
職
に
な
る
可
能
性

の
あ
る
女
性
は
い
る
が

、
そ

の
た
め
の
在
籍
年
数
を
満
た

し
て
い
な
い
か
ら

女
性
が
管
理
職
に
な
る
こ
と

を
希
望
し
な
い
か
ら

勤
続
年
数
が
短
く

、
管
理
職

に
な
る
ま
で
に
退
職
し
て
し

ま
う
か
ら

顧
客
が
女
性
管
理
職
を

嫌
が
る
か
ら

男
性
従
業
員
が
女
性
管
理
職

を
希
望
し
な
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

25.4

16.5
10.6 10.3 8.9

0.6 0.3

10.3

40.2

0%

20%

40%

60%
全体(N=358)

男
女
均
等
な
待
遇
を
確
保

す
る

短
時
間
勤
務

、
育
児
・
介

護
休
業
を
取
得
し
や
す
い

制
度
の
整
備
な
ど
を
し

、

女
性
従
業
員
の
勤
続
年
数

を
伸
長
す
る

女
性
が
働
き
や
す
い
よ
う

に

、
職
場
の
雰
囲
気
・
風

土
を
改
善
す
る

女
性
の
就
業
形
態
と
し
て

多
い
パ
ー
ト
や
契
約
社
員

の
待
遇
を
改
善
す
る

女
性
従
業
員
の
育
成
や
女

性
管
理
職
の
増
加
に
取
り

組
む

従
業
員
の
男
女
比
が
均
一

に
な
る
よ
う
に
女
性
従
業

員
の
採
用
を
拡
大
す
る

そ
の
他

無
回
答

68.5 
64.0 

53.0 

28.2 
23.6 

11.2 
4.3 1.8 

0%

20%

40%

60%

80%

全体(N=394)

進んでいる 
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【問２で進んでいると回答の事業所】◆問２-２ 女性が活躍するために行っている取組を事業所が実施

した効果 

「女性従業員の仕事に対する意欲が向上した」が５割弱、次いで「男性が女性を対等な存在として見る

ようになった」が約３割 

 

 

【問２で進んでいないと回答の事業所】◆問２-３ 女性の活躍が進んでいない理由 

「女性従業員が少ない、またはいないから」が５割強、次いで「女性が十分に活躍しているわけではな

いが、現状のままでも問題がないから」が約２割 

 
 

（３）育児・介護支援制度について 

◆問３ 育児休業が取得できる子どもの年齢 

「定めていない」が３割強、次いで「原則１歳であるが、一定の場合は１歳６か月」が１割半ば 

 

  

女
性
従
業
員
の

仕
事
に
対
す
る

意
欲
が
向
上
し

た 男
性
が
女
性
を

対
等
な
存
在
と

し
て
見
る
よ
う

に
な

っ
た

組
織
が
活
性
化

さ
れ
た

優
秀
な
人
材
を

採
用
で
き
る
よ

う
に
な

っ
た

取
引
先
や
顧
客

か
ら
の
評
判
が

良
く
な

っ
た

特
に
目
立

っ
た

効
果
は
な
か

っ

た 生
産
性
向
上
や

競
争
力
強
化
に

つ
な
が

っ
た

そ
の
他

無
回
答

47.0 

30.7 
25.6 

18.5 
13.5 13.2 11.2 

7.4 
4.6 

0%

20%

40%

60%

全体(N=394)

女
性
従
業
員
が
少
な

い

、
ま
た
は
い
な
い
か

ら 女
性
が
十
分
に
活
躍
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が

、
現
状
の
ま
ま
で
も

問
題
が
な
い
か
ら

女
性
は
家
事
・
育
児
等

の
家
庭
生
活
の
た
め
に

配
置
や
時
間
外
労
働
に

制
約
が
あ
る
か
ら

女
性
の
勤
続
年
数
が
平

均
的
に
短
い
か
ら

女
性
自
身
が
昇
進
を
望

ま
な
い

、
ま
た
は
仕
事

に
対
し
て
消
極
的
で
あ

る
か
ら

ト
ッ
プ
の
意
識
・
理
解

が
不
十
分
で
あ
る
か
ら

男
性
従
業
員
の
意
識
・

理
解
が
不
十
分
で
あ
る

か
ら

そ
の
他

無
回
答

52.1

20.2
16.6 15.3 13.5

9.8
6.1

13.5

2.5

0%

20%

40%

60%

全体(N=163)
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◆問４ 令和２年４月１日～令和３年３月 31日の間に出産した従業員 

出産した従業員が「いた」が２割半ば 

 

 

【問４でいたと回答の事業所】◆問４-１ 令和３年６月 1日までに育児休業を開始した人 

育児休業を開始した人が「いた」が約７割 

 

 

【問４及び問４-１でいたと回答の事業所】◆問４-２ 出産者数と育児休業取得率 

育児休業取得率は、女性が約８割、男性が３割弱 

※令和２年４月１日～令和３年３月 31 日の間に出産し、令和３年６月１日までの間に育児休業を開始した従業員（育児

休業取得者）の割合 

 
女性従業員 

男性従業員 

（配偶者が出産） 

出産者数 198 人 181 人 

育児休業取得者数 160 人 52 人 

育児休業取得率 80.8％ 28.7％ 

 

【問４-１でいたと回答の事業所】◆問４-３ 育児休業者の業務に関する対応 

「代替要員の補充を行わず、同じ部門の他の社員で対応した」が約３割、次いで「派遣労働者やアルバ

イト等を、代替要員として雇用した」が約２割 

 
 

◆問５ 最長の介護休業取得期間 

「規程なし」が４割弱、規程がある場合は「93日」が３割弱、次いで「31日以上 93日未満」が１割弱 

 
   

女性

男性

80.8

28.7

0% 50% 100%
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【問５で規定なし以外を回答の事業所】 

◆問５-１ 令和２年４月１日～令和３年３月 31日の間の介護休業取得者 

介護休業取得者が「いた」が１割未満 

 

 

◆問６ 子どもが病気・ケガをしたときに休める看護休暇制度 

①看護休暇制度について、「あり」が５割強、②給与の支給の有無について「有給」が３割半ば 

 

 

 

◆問７ 各種制度の有無 

「短時間勤務制度」が６割強、次いで「始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ」が５割半ば 

 

  

(N＝564)

⑨時間単位の有給休暇

⑩就業形態の移行

　（正社員⇔パート等）

⑪再雇用制度（育児・介護により

   退職した社員を優先的に採用）

⑫勤務地限定・選択制度

④所定外労働の免除

⑤事業所内託児施設

⑥育児・介護に要する

   経費の援助措置

⑦配偶者出産支援休暇

⑧在宅勤務制度

①短時間勤務制度

②フレックスタイム制度

③始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ

61.2 

27.7 

54.6 

41.3 

5.5 

9.4 

28.5 

26.1 

40.4 

53.7 

39.0 

21.1 

31.7 

64.9 

38.1 

49.5 

85.5 

81.4 

62.6 

65.4 

51.2 

39.4 

52.7 

69.5 

7.1 

7.4 

7.3 

9.2 

9.0 

9.2 

8.9 

8.5 

8.3 

6.9 

8.3 

9.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

制度あり 制度なし 無回答

①
看
護
休
暇

制
度 

②
給
与
の
支
給

の
有
無 
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◆問９ 従業員に対する仕事と育児・介護の両立支援制度の今後の意向 

「現状のままでよい」が４割弱、次いで「両立支援制度の充実を図る」が約３割 

 

 

◆問 10 一般事業主行動計画の策定・届出の認知度 

「両方とも知らなかった」が６割弱、次いで「両方とも知っていた」が３割弱 

 

 

◆問 11 一般事業主行動計画の策定有無 

「両方ともに未策定」が８割強、次いで「両方ともに策定済み」が約１割 

 

 

【問 11でいずれかを策定済みと回答の事業所】◆問 11-１ 一般事業主行動計画の達成状況 

「達成できている」が約７割 

 

 

 
  

達成 
できている 
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【問 11-1で達成できていると回答の事業所】◆問 11-２ 一般事業主行動計画に基づく取組を進めた効果 

「従業員の意欲や満足度の向上につながった」が４割半ば、次いで「特にメリットはなかった」が２割半ば 

  

【問 11-1で達成できていないと回答の事業所】◆問 11-３ 一般事業主行動計画を達成する上での課題 

「管理職を希望する女性従業員が少ない」が４割半ば、次いで「採用に際し、女性の応募者が少ない」が４割強 

 
 

【問 11で両方ともに未策定と回答の事業所】◆問 11-４ 一般事業主行動計画を策定しない理由 

「法的に義務付けられていないため」が３割弱、次いで「既に女性が活躍しやすい、または子育てしや

すい環境にあるため」が２割半ば 

 
 

（４）ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について 

◆問 12 ワーク・ライフ・バランスの認識度 

「知っていた」が５割半ば 

 

  

従
業
員
の
意
欲

や
満
足
度
の
向

上
に
つ
な
が

っ

た 従
業
員
の
就
業

継
続
率
が
向
上

し
た

企
業
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
つ

な
が

っ
た

優
秀
な
人
材
の

採
用
に
つ
な

が

っ
た

生
産
性
向
上
や

競
争
力
強
化
に

つ
な
が

っ
た

特
に
メ
リ
ッ
ト

は
な
か

っ
た

そ
の
他

無
回
答

44.8 

22.4 20.7 19.0 

12.1 

24.1 

1.7 1.7 

0%

20%

40%

60%

全体(N=58)

管
理
職
を
希
望
す

る
女
性
従
業
員
が

少
な
い

採
用
に
際
し

、
女

性
の
応
募
者
が
少

な
い

人
手
不
足
の
た

め

、
休
暇
の
取
得

や
超
過
勤
務
の
削

減
が
困
難

顧
客
や
従
業
員
の

意
識
改
革
が
進
ま

な
い

両
立
支
援
制
度
を

利
用
す
る
従
業
員

が
多
く
な
い

業
務
量
が
多
い
た

め

、
計
画
し
た
取

組
の
優
先
度
が
低

く
な

っ
て
い
る

効
果
的
な
人
事
制

度
が
定
ま

っ
て
い

な
い

費
用
面
で
の
負
担

が
大
き
い

そ
の
他

無
回
答

45.8 
41.7 

29.2 

16.7 16.7 16.7 

4.2 
0.0 

12.5 

0.0 

0%

20%

40%

60%

全体(N=24)

法
的
に
義
務
付

け
ら
れ
て
い
な

い
た
め

既
に
女
性
が
活

躍
し
や
す
い

、

ま
た
は
子
育
て

し
や
す
い
環
境

に
あ
る
た
め

策
定
す
る
ノ
ウ

ハ
ウ
が
不
足
し

て
い
る
た
め

策
定
す
る
必
要

性
を
感
じ
な
い

た
め

女
性
従
業
員
が

少
な
い
た
め

費
用
面
で
の

負
担
が
大
き
い

た
め

そ
の
他

無
回
答

27.7 25.8
23.2

20.9 19.8

8.6
11.6 

6.2 

0%

20%

40%

全体(N=465)

知っていた 
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◆問 13 ワーク・ライフ・バランスに対する（１）現状と（２）今後の必要性 

（１）現状として、「取り組んでいる」が５割強 

（２）今後の必要性として、「取り組むべき」が７割弱 

 

 

 

 

 

 

【問 13（１）で取り組んでいると回答の事業所】◆問 13-１ ワーク・ライフ・バランスの取組内容 

「有給休暇を半日単位で取得できる」が７割強、次いで「短時間勤務制度」が５割強 

 

 

【問 13（１）で取り組んでいると回答の事業所】◆問 13-２ ワーク・ライフ・バランスの取組効果 

「人材の定着（離職者数の減少）」「従業員の仕事と生活の両立推進」が５割強 

 

 

 

  

有
給
休
暇
を

半
日
単
位
で

取
得
で
き
る

短
時
間
勤
務

制
度

深
夜
労
働
を

さ
せ
な
い

在
宅
勤
務
制

度 フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制

ノ
ー
残
業

デ
ー
の
設
定

育
児
や
介
護

を
理
由
と
し

た
転
勤
の
免

除 育
児
・
介
護

に
関
す
る
経

済
的
支
援

そ
の
他

無
回
答

72.0 

53.3 

41.7 

29.3 27.7 26.7 
22.3 

12.0 
8.0 

2.0 

0%

20%

40%

60%

80%

全体(N=300)

人
材
の
定
着

（
離
職

者
数
の
減
少

）

従
業
員
の
仕
事
と
生

活
の
両
立
推
進

従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上

人
材
の
確
保

業
務
の
効
率
化

従
業
員
の
時
間
管
理

能
力
の
向
上

多
様
な
人
材
の
活
用

業
務
量
へ
の
変
化
の

対
応

企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向

上 企
業
へ
の
帰
属
意
識

の
向
上

賃
金
以
外
の
労
務
コ

ス
ト
の
削
減

賃
金
の
削
減

そ
の
他

無
回
答

52.3 51.7 

44.0 
38.3 35.7 

29.7 

22.7 

13.0 13.0 12.0 
7.0 6.3 

1.0 
4.3 

0%

20%

40%

60%

全体(N=300)

(１)
現
状 

(２)
必
要
性 

取り組んでいる 

取り組むべき 
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【問 13（１）で取り組んでいないと回答の事業所】 

◆問 13-３ ワーク・ライフ・バランスの取組が進んでいない理由 

「代替要員の確保が困難だから」「特に問題はないから」が３割強 

  

（５）職場のハラスメントについて 

◆問 14 各ハラスメントに対する認識 

「取り組んでいる」は①セクシャル・ハラスメントと②パワー・ハラスメントが約７割、③マタニティ・

ハラスメントが６割強、④ＳＯＧＩハラスメントが５割 

 
 

【問 14で取り組んでいると回答の事業所】◆問 14-１ 職場でのハラスメント全般への取組 

「就業規則等にハラスメント禁止を明記している」が５割強、次いで「普段から口頭で注意喚起をして

いる」が５割弱 

   
  

代
替
要
員
の
確
保
が
困
難

だ
か
ら

取
組
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足

し
て
い
る
か
ら

売
上
減
少
等

、
経
営
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
か
ら

勤
務
時
間
や
勤
務
地
の
多

様
化
に
よ
る
雇
用
管
理
の

複
雑
化
に
対
応
で
き
な
い

か
ら

経
営
者
の
理
解
が
進
ん
で

い
な
い
か
ら

取
組
の
た
め
の
費
用
負
担

が
困
難
だ
か
ら

管
理
職
の
理
解
が
進
ん
で

い
な
い
か
ら

風
土
の
醸
成
が
困
難
だ
か

ら 特
に
問
題
は
な
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

33.9 

23.5 

16.7 15.9 
12.4 

9.6 
7.2 5.2 

31.9 

8.0 
4.4 

0%

20%

40%

全体(N=251)

(N＝564)

④ＳＯＧＩ（ソジ）・ハラスメント

①セクシュアル・ハラスメント

②パワー・ハラスメント

③マタニティ・ハラスメント

48.8 

45.4 

44.3 

37.2 

21.6 

24.8 

17.4 

12.8 

15.8 

16.0 

19.1 

25.5 

10.1 

10.1 

14.7 

19.7 

3.7 

3.7 

4.4 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

既に十分に取り組んでいる 取り組んでいるが不十分 あまり取り組んでいない

まったく取り組んでいない 無回答

就
業
規
則
等
に
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
禁
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